
地下鉄

大
阪
市
を

解
体
し
て
、

ど
こ
へ
？

橋下大阪市長や「維新の会」が、「大阪都」
構想をかかげ、この秋にも「住民投票」を
やるとさけんでいます。
しかし、その中身は？　Q＆Aで見てみました。

「大阪都」Q＆A

発行：明るい民主大阪府政をつくる会・大阪市をよくする会　2014年1月27日
〒530-0041　大阪市北区天神橋1-13-15 大阪グリーン会館3F　TEL 明るい会 06-6357-5333　よくする会　06-6357-6139　FAX 06-6357-5303

2013年11月26日「産経新聞」

何でもかんでも
「二重行政」といって
つぶしていいの？

「大阪都」って
いったい何？

カジノ？関空リニア？
誰のための「成長戦略」？

あっち
○○課

こっち
△△

課

そっち××課

「大阪都」は
借金だらけに？

「大阪市」が
なくなるって？

区の名前が
変わるの？
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「
大
阪
都
」
の
「
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
」

で
、
橋
下
市
長
は
何
を
や
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

｠

 

「
世
界
か
ら
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

企
業
を
呼
び
込
む
。
こ
れ
が
大
阪
都

構
想
」
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
手
段
は
と
い
う
と
、
は
っ
き
り
し

て
い
る
の
は
、「
大
阪
都
構
想
の
試
金

石
」（
橋
下
市
長
）
と
い
う
「
カ
ジ
ノ
」

誘
致
と
か
、「
梅
田
か
ら
関
西
空
港
へ

の
『
な
に
わ
筋
線
』
建
設
」「
高
速
道

路
淀
川
左
岸
線
の
延
伸
」
な
ど
で
す
。

　
「
な
に
わ
筋
線
」
は
2
0
0
0
億

円
前
後
か
け
て
、
関
空
ま
で
の
時
間

短
縮
は
た
っ
た
5
分
。
1
分
短
縮
に

4
0
0
億
円
か
か
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

カ
ジ
ノ
も
、
何
も
富
を
生
み
出
さ

ず
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
や
犯
罪
の

温
床
と
な
る
だ
け
で
す
。

｠

 

大
阪
経
済
を
た
て
直
す
道
は
、「
外

国
企
業
・
大
企
業
呼
び
込
み
」
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
大
阪
府
民
の
ふ
と

こ
ろ
を
あ
た
た
め
、
99
％
を
占
め
る

中
小
企
業
を
振
興
し
て
、
商
売
繁
盛

の
大
阪
に
す
る
こ
と
で
す
。「
大
阪
都
」

は
大
阪
経
済
を
落
ち
込
ま
せ
て
き
た

誤
り
を
際
限
な
く
広
げ
ま
す
。

　
「
大
阪
都
」
は
、
2
0
1
0
年
1
月

に
橋
下
知
事
（
当
時
）
が
突
然
打
ち

上
げ
た
構
想
で
す
。

　

大
阪
市
や
堺
市
を
な
く
し
、
そ
の

権
限
と
財
源
を
「
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
」

に
ゆ
だ
ね
る
。
そ
う
す
れ
ば
、「
東
の

東
京
都
、
西
の
大
阪
都
と
し
て
繁
栄

す
る
」「
二
重
行
政
の
ム
ダ
が
省
け
て
、

財
源
が
浮
く
」「
特
別
区
に
す
れ
ば
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
よ
く
な
る
」
と
宣
伝

し
て
い
ま
す
。

　

当
初
、大
阪
の
深
刻
な
現
状
か
ら
、

「
し
く
み
が
変
わ
れ
ば
、大
阪
は
よ
く

な
る
？
」と
期
待
し
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
身
が
だ
ん
だ
ん
明
ら

か
に
な
る
に
つ
れ
、
い
ま
や
世
論
調

査
で
も
「
大
阪
都
反
対
」
が
、「
賛
成
」

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
を
解
体
し
て
、
無
理
矢
理

「
特
別
区
」
を
つ
く
っ
て
も
、
新
庁
舎

の
建
設
、
区
議
会
の
設
置
な
ど
巨
額

の
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
赤
字
が
続
き
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
ま
わ
す
財
源
は
で

て
き
ま
せ
ん
。

　

財
源
を
吸
い
上
げ
る「
大
阪
都
」も
、

い
ま
の
大
阪
府
・
市
を
あ
わ
せ
た
8

兆
円
も
の
借
金
づ
け
に
な
り
ま
す
。

　

昨
秋
の
堺
市
長
選
挙
で
は
、「
大
阪

都
ノ
ー
」
を
か
か
げ
る
竹
山
市
長
が

圧
勝
し
ま
し
た
。
民
意
は
明
確
で
す
。

　
「
二
重
行
政
の
解
消
で
4
０
０
０
億

円
は
浮
く
」（
松
井
知
事
）
―
―
「
維

新
の
会
」
は
「
大
阪
都
」
で
財
源
が

で
き
る
と
宣
伝
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が「
法
定
協
議
会
」に「
制
度

設
計
案
」
が
だ
さ
れ
る
と
、「
7
0
0

億
円
」。
こ
の
金
額
も
、「
大
阪
都
」

と
は
無
関
係
の
中
身
を
入
れ
込
ん
だ

水
増
し
。「
毎
日
」
は
「
構
想
が
具
体

化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
思
っ
た
よ
う

な
効
果
が
見
え
て
こ
な
い
。
一
部
の

職
員
ら
は
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
も
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
・
縮
小
し
た

市
政
改
革
プ
ラ
ン（
2
3
7
億
円
）や
、

市
営
地
下
鉄
の
民
営
化
（
2
7
5
億

円
）、
ゴ
ミ
収
集
の
民
営
化
（
79
億
円
）

な
ど
を
効
果
額
に
加
え
て
い
っ
た
と

い
う
」
と
報
道
し
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
市
議
団
の
試
算
で
は
、
せ
い

ぜ
い
「
9
・
4
億
円
」
で
す
。

　

し
か
も
、「
制
度
設
計
案
」
を
み
る

と
、「
大
阪
都
」
と
「
特
別
区
」
に
再

編
す
る
な
ら
、
あ
ら
た
に
巨
額
の
コ

ス
ト
が
の
し
か
か
る
こ
と
が
明
ら
か

で
す
。「
財
源
が
浮
く
」
ど
こ
ろ
か
、

た
い
へ
ん
な
財
源
不
足
に
陥
り
、
立
ち

ゆ
か
な
く
な
る
恐
れ
が
で
て
い
ま
す
。

そもそも
「大阪都」って？

Q.
1

「
カ
ジ
ノ
だ
！
」「
リ
ニ
ア
だ
！
」と

ム
ダ
な
浪
費
も

　
　
　
や
り
た
い
放
題

「一人のリーダー」で

大阪は豊かになる？
Q.
2

「
4
0
0
0
億
円
が

　 

浮
く
」は
大
ウ
ソ
。

　 

大
き
な
財
源
不
足
に
！

「二重行政」解消で
、

財政が浮く？
Q.
3

「大阪市の13年度一般会計予算規模
（1兆6700億円）と比べても、

あまりにもささやかな効果だ。
この程度の制度設計のために、大阪府
知事、大阪市長のダブル選挙まで行い、
時には国政すら揺るがしてきたのだろ
うか。その費用対効果には甚だ疑問が
残る」都政新報2013年8月23日

大事な施設・施策も〝二重行政〟といって
つぶす維新の会プラン

2013年9月8日「読売新聞」世論調査

都構想への賛否
【大阪市内】

反対
47％

賛成
45％

統合再編を行う
必要はない

大阪府、大阪市,
堺市を統合再編
23%

大阪府、大阪市を
統合再編22%

統合再編を行う
必要はない

大阪府、大阪市,
堺市を統合再編
23%

大阪府、大阪市を
統合再編22%

2013年8月10日「読売新聞」

2013年8月10日「毎日新聞」

2013年9月30日
「読売新聞」

2013年9月30日
「産経新聞」

「大阪都」に審判――堺市長選

試算の大ウソを
報道する新聞各紙

知事
市長

財源ガッポリ
ためこんで

「
大
阪
市
」を
つ
ぶ
し
、

財
源
と
権
限
を

「
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
」に

大阪府 大阪市

医 療

文 化

スポーツ

保健・環境

男女共同参画

中小企業支援

中小企業融資

大 学

障がい者
スポーツセンター

住吉市民病院

市立環境科学研究所

市立中央図書館

市立中央体育館

クレオ大阪

産業創造館

大阪市信用保証協会

市立大学

福 祉

それぞれ役割分担するなどしておりムダとは言えません。

障がい者
交流促進センター

府立急性期・
総合医療センター

府立公衆衛生研究所

府立中央図書館

府立体育館

ドーンセンター

マイドーム大阪

大阪府中小企業
信用保証協会

府立大学
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堺市

（注）このほか尼崎市も含む

八尾市
松原市

大東市
門真市

東大阪市

豊中市
吹田市 守口市

摂津市

大阪市

　「
大
阪
都
構
想
を
決
め
る
住
民
投
票

は
2
0
1
4
年
の
秋
で
す
」「
と
に
か

く
住
民
投
票
ま
で
は
や
ら
せ
て
下
さ

い
」
―
―
橋
下
市
長
ら
は
、「
大
阪
都
」

は
「
住
民
投
票
」
で
決
ま
る
と
い
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
一
昨
年
夏
の
記
者
会
見

で
、橋
下
市
長
は
こ
ん
な
こ
と
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
―
―
住
民
投
票
が
あ
っ
て
も
、
問

わ
れ
る
の
は
「
区
割
り
」
だ
け
。「
大

阪
都
の
是
非
」
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、「
大
阪
都
」
そ
の
も
の
は
、

2
0
1
1
年
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
「
民

意
」
を
得
て
い
る
。「
住
民
投
票
」
で

「
×
」
と
さ
れ
て
も
、
そ
の
と
き
に
示

し
た
「
区
割
り
案
」
が
否
定
さ
れ
た

だ
け
だ
か
ら
、
別
の
「
区
割
り
案
」

を
出
し
て
、
や
り
な
お
せ
ば
い
い
と

う
そ
ぶ
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
ん
な
ペ
テ
ン
が
許
さ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
大
阪
全
体
の
「
統
治
機

構
の
改
革
」
な
の
に
、「
住
民
投
票
」

は
大
阪
市
民
だ
け
と
い
う
の
も
大
き

な
ペ
テ
ン
で
す
。

　「
住
民
投
票
」
な
ど
に
持
ち
込
ま
せ

な
い
世
論
と
運
動
が
必
要
で
す
。

　「
身
近
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す

る
」
と
い
う
宣
伝
も
マ
ユ
ツ
バ
で
す
。

　「
特
別
区
」
を
新
た
に
つ
く
る
と
、

教
育
委
員
会
や
区
議
会
な
ど
、
か
な

り
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
逆
に
、

固
定
資
産
税
な
ど
「
特
別
区
」
の
財

源
は
、
い
っ
た
ん
「
都
」
に
吸
い
上

げ
ら
れ
、
そ
の
ひ
も
つ
き
財
源
が
配

分
さ
れ
る
し
く
み
で
す
。

　
い
ま
の
案
で
も
、
再
編
時
に
「
特

別
区
」全
体
で
4
7
4
億
円（
7
区
案
）

〜
2
8
5
億
円
（
5
区
案
）
の
財
源

不
足
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
た

め
に
、「
市
有
地
」
を
ど
ん
ど
ん
売
れ

ば
い
い
、
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
橋
下
市
長
が
「
禁
じ
手
」
と

批
判
し
て
い
た
も
の
で
、
確
実
に
売

れ
る
見
通
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
ま
け
に
「
特
別
区
」
の
間
で
の

格
差
は
何
十
倍
に
も
！

　
結
局
、「
特
別
区
」
の
財
政
を
確
保

す
る
方
法
は
、市
民
向
け
施
策
の
カ
ッ

ト
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
職
員
を

減
ら
す
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
特
別
区
」
の
新
た
な
庁
舎

は
1
0
0
0
億
円
前
後
か
か
る
の
で
、

民
間
ビ
ル
を
借
り
上
げ
る
と
い
い
ま

す
。
バ
ラ
バ
ラ
庁
舎
で
、区
民
に
と
っ

て
は
窓
口
も
わ
か
り
に
く
く
、
不
便

と
混
乱
が
待
ち
受
け
ま
す
。

　
橋
下
大
阪
市
長
ら
は
、「
大
阪
都
」

構
想
は
、「
統
治
機
構
の
変
革
だ
」
と

い
い
、
当
初
「
協
議
会
」
で
は
、
大

阪
全
域
で
の
「
成
長
戦
略
」
か
ら
「
大

阪
消
防
庁
」「
雇
用
対
策
」
な
ど
を
議

論
す
る
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
、「
大

阪
都
」
の
議
論
は
、
大
阪
市
を
廃
止

し
て
つ
く
る
「
区
割
り
」
問
題
だ
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
住
民
投
票
」
も
大
阪
市
民
だ
け
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
橋
下
市
長
ら
は
、「
広
域
自
治
体
＝

大
阪
都
」
は
「
成
長
戦
略
」
を
や
れ

ば
よ
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
「
基
礎

自
治
体
」
で
や
る
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
府
民
福
祉
を
担
う
べ
き
府

の
役
割
は
投
げ
捨
て
ら
れ
ま
す
。

　
財
政
的
に
も
、
い
ま
の
大
阪
府
・

市
あ
わ
せ
て
8
兆
円
を
こ
え
る
巨
額

の
借
金
が
の
し
か
か
り
ま
す
。
い
ま

の
国
の
基
準
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

「
財
政
健
全
化
団
体
」
に
な
り
、福
祉
・

教
育
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
住
宅
・

学
校
な
ど
の
整
備
も
身
動
き
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
橋
下
市
長
は
ゆ
く
ゆ
く

は
大
阪
全
体
を
「
19
ぐ
ら
い
」
の
特

別
区
に
再
編
す
る
と
い
い
ま
す
。
こ

と
は
大
阪
府
民
全
体
に
か
か
わ
る
大

問
題
で
す
。

身近な「特別区」で住民

サービスが向上する？
Q.
4

「
大
阪
府
」の
一
大
変
質
が

論
議
も
さ
れ
ず
に…

いまの「大阪府」は

どうなる？
Q.
5

「
区
割
り
」案
に
○
×
だ
け
？！

「
住
民
投
票
」の
ペ
テ
ン

「住民投票」で
決めるって？

Q.
6

「維新の会」

　「維新の会」がホームページで「都構想特設
ページ」を設け、動画をアップしています。
　ここには法定協議会で議論中の「大阪都案」
が、何もでません。語るとボロがでるからです。

｠「しくみ」の問題にすりかえ
　動画では橋下市長らが、「東の東京都に対抗
できるような西の大阪都」「大阪が一つにまと
まって世界と勝負する」と叫び、歴代「オー
ル与党」知事・大阪市長を批判し、「大阪都」
を正当化します。
　しかし、必要なのはこれまでの政治にメス
をいれ、転換することです。「しくみ」の問題
にすりかえてはいけません。｠

借金の原因は財界・大企業いいなり
　「WTCビル」と「りんくうゲートタワービル」
などのムダを批判しますが、これは「二重行政」
が原因ではなく、関西財界・大企業いいなり
になって莫大な浪費と借金をつくりだした失
政が原因です。

　幻想をあおることはしますが、橋下知事誕
生以来の6年で、大阪のワーキングプアがさ
らに増えていることや、大阪府・市の借金が
合計で8兆円以上に達したことなどは一言も
いいません。｠

「大阪都」動画を斬る
大阪維新の会
ホームページより

市民サービス
こんなに削れば 年よりの

住めない町に

大阪市だけでなく
大阪の大半が標的に

ターゲット

（大阪維新の会著
『図解・大阪維新
の会』より）

財
源
は
吸
い
上
げ
ら
れ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
は

確
実
に
低
下
し
ま
す
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日
本
共
産
党
は
大
阪
市
議
団
が「
く

ら
し
壊
す
『
大
阪
都
』
N
O
！
　
市

民
を
守
る
大
阪
市
へ
の
転
換
を
！
」

と
き
っ
ぱ
り
反
対
し
、
ビ
ラ
で
見
解

を
市
民
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
他
の
党
も
、「
大
阪
都
」
構
想
を
議

論
し
て
い
る「
法
定
協
議
会
」な
ど
で
、

批
判
、
異
論
を
つ
き
つ
け
て
い
ま
す
。

　「
大
阪
都
の
制
度
設
計
は
絵
に

描
い
た
餅
」「
も
は
や
都
構
想
の

議
論
は
不
要
」（
自
民
党
）

　「
大
阪
市
の
解
体
・
廃
止
は
す

る
べ
き
で
は
な
い
」「
協
定
書
の

作
成
は
見
送
る
べ
き
で
す
」（
民

主
党
）

　
総
選
挙
で
の
取
引
も
あ
り
、「
大
阪

都
」
に
賛
成
し
て
き
た
公
明
党
か
ら

も
、
1
月
の
協
議
会
で
は
異
論
が
で

ま
し
た
。

　「
維
新
の
会
」
以
外
の
す
べ
て
の
政

党
か
ら
異
論
・
批
判
が
だ
さ
れ
て
き

た
の
は
、
府
民
世
論
を
反
映
し
て
い

ま
す
。

　
橋
下
市
長
ら
は
、
ご
ま
か
し
や
す

り
か
え
は
や
め
、
こ
う
し
た
声
に
真

し
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
に
改
め
る
べ

き
で
す
。

1
2
6
本
も
の

法
律
改
正
が
必
要

　「
大
阪
都
」
は
、
い
ま
の
法
律
を

1
2
6
本
も
改
正
し
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
。
大
阪
府
市
大
都
市
局
に
よ

れ
ば
、
い
ま
の
案
だ
と
「
事
務
分
担
」

で
1
2
3
本
、「
財
政
調
整
」
で
5
本
、

「
都
区
協
議
会
」で
2
本（
一
部
重
複
）、

法
律
に
抵
触
す
る
か
ら
で
す
。

　
大
都
市
局
は
、「
総
務
省
と
調
整
中
」

と
し
ま
す
が
、
各
省
庁
か
ら
は
「
な

ぜ
特
別
区
が
中
核
市
並
の
権
限
を
担

う
の
か
？
」「
特
別
区
が
事
務
を
処
理

す
る
た
め
に
職
員
体
制
や
専
門
性
の

確
保
が
図
れ
る
の
か
」
な
ど
、
制
度

の
根
幹
に
か
か
わ
る
質
問
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
国
会
で
「
大
阪
都
」
の
た
め
の
「
特

別
区
設
置
法
」
が
つ
く
ら
れ
た
の
は

2
0
1
1
年
の
知
事
・
大
阪
市
長
ダ

ブ
ル
選
挙
の
半
年
後
で
し
た
。
自
民

党
、
公
明
党
、
民
主
党
な
ど
の
中
央

政
党
が
「
維
新
」
に
ひ
れ
伏
し
た
結

果
で
す
。
し
か
し
、
い
ま
や
そ
ん
な

「
風
」
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
橋
下
市
長
は
、「
や
ろ
う

と
思
え
ば
、
事
務
処
理
特
例
条
例
で

で
き
る
」
と
い
い
だ
し
ま
し
た
。「
裏

技
」
と
も
い
え
る
も
の
で
す
が
、「
大

阪
都
」
構
想
の
大
義
の
な
さ
が
き
わ

だ
ち
ま
す
。

法律を変えないと

できないと聞いたが
？Q.

7

「
維
新
の
会
」以
外
の

各
党
か
ら
異
論
、批
判
が

各政党の態度は？Q.
8

「
大
阪
都
」案
批
判
が

こ
ん
な
に
も
―
―
マ
ス
コ
ミ
報
道
、

「
大
阪
府
・
大
阪
市
特
別
区
設
置

協
議
会
」（
法
定
協
）論
議
な
ど
か
ら

「東京に先んじるという看板に偽り
あり」「せっかく都区で仕分けした
事務を結局、一部事務組合が担う
のでは、市を5～7区に分割する効
果を疑われる」（都政新報）

「広域自治体、特別区の将来イメー
ジをつかむにはほど遠く、新たな
大都市制度実現の意義を確認でき
ない」（公明・第12回法定協）

何のための分割か

新たな大都市制度の
意義を確認できない

日本共産党大阪市会議員団のビラ

2013年8月10日
「朝日新聞」

2013年6月20日
「産経新聞」

2013年8月23日
「都政新報」

■78もの事務をひとまとめにした一部事務
組合をつくる…一体何のための分割か（共産・
第９回法定協）

■一部事務組合は住民との距離が遠くなる、
住民自治によるガバナンスに問題を生じる
（民主・第７回法定協）

８兆円もの借金が「大阪都」に
■実質公債費率が30.5％と、財政健全化団体
に転落する水準になる（公明・第８回法定協）

■府・市を合わせて、借金は８兆2000億円に!
大阪都構想は、まさに大阪破たん構想だっ
た!!!（自民・大阪市議団チラシ）

126本も法律改正しないと
「都」できず
■多くの調整課題がある…全てＯＫにならな
ければ新たな大都市制度は実現しない（自民・
第７回法定協）

■法改正のハードルは高い（民主・第８回法定協）

効果は過大、コストは過小
■効果とコストについて、あまりに都合のい
い捉え方をしすぎている…純粋に大都市制
度の変更による効果額を示すべきである  
（自民・第７回法定協）

■大都市制度の効果額とは言えないものが算
入されてるのはね、市民から見ても「なん
でやねん」ということになる（公明・第７回法定協）

■権限だけ特別区が持ったとしても、それを
裏打ちする財源がないままでは…住民サー
ビスの低下をきたす（民主・第９回法定協）

■移行当初から、特別区の財政収支不足のた
めに活用する補てん財源の確保が必要…き
ちっと想定した収入が得られるのか疑問  
（公明・第１１回法定協）

■（制度移行時に不足する）1,500人の新規採
用は、募集できるのが、…住民投票以降で
あり、実現可能は非常に厳しい（公明・第８回法
定協）

特別区づくりの意味なくす
「一部事務組合」

1000～2000人の職員不足

財源なく市民サービス低下の
「特別区」
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第
1
は
、
国
政
と
一
体
で
、
所
得

を
上
げ
、庶
民
の
ふ
と
こ
ろ
を
あ
た
た

め
る
政
治
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
す
。

　

賃
下
げ
と
消
費
税
増
税
で
庶
民
の

ふ
と
こ
ろ
を
冷
や
し
た
こ
と
が
「
商

都
大
阪
」
を
ず
た
ず
た
に
し
て
い
ま

す
。
政
府
系
の
銀
行
も
「
大
阪
の
百

貨
店
の
売
り
上
げ
が
伸
び
な
い
の

は
、
消
費
者
の
所
得
水
準
が
伸
び
な

い
か
ら
」
と
指
摘
し
ま
す
。
4
月
か

ら
の
消
費
税
増
税
も
、
許
せ
ま
せ
ん
。

　
〝
福
祉
と
医
療
最
優
先
〞
へ
、
カ
ジ

を
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
大
阪
経
済
の
「
主
役
」、
中
小

企
業
支
援
を
中
心
に
し
た
経
済
政
策

に
転
換
し
ま
し
ょ
う
。「
官
民
の
賃

下
げ
競
争
」
を
あ
お
る
の
は
や
め
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

第
2
は
、
関
西
財
界
・
大
企
業
中

心
の
政
治
を
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

　

旧
W
T
C
ビ
ル
や
り
ん
く
う
ゲ
ー

ト
タ
ワ
ー
ビ
ル
な
ど
の
失
敗
は
、「
二

重
行
政
」
の
問
題
で
は
な
く
、
府
政

も
、
市
政
も
、
関
西
財
界
・
大
企
業

の
「
関
空
・
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
計
画
」

に
の
っ
て
、
破
た
ん
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
に
日
本
共
産
党
以
外
の
オ
ー

ル
与
党
は
「
な
ん
で
も
賛
成
」
し
て

き
ま
し
た
。

　

橋
下
市
長
ら
は
、「
し
く
み
」
を

変
え
る
だ
け
で
、
ま
た
ぞ
ろ
ム
ダ
な

「
リ
ニ
ア
」「
カ
ジ
ノ
」
に
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ー
ル
与
党
政
治
」
に
も
、「
維

新
政
治
」
に
も
、
き
っ
ぱ
り
「
ノ
ー
」

を
突
き
つ
け
て
、
浪
費
と
借
金
づ
け

の
政
治
を
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
３
は
、
自
治
体
と
し
て
の
公
的

責
任
を
果
た
す
政
治
へ
と
切
り
替
え

る
こ
と
で
す
。

　

橋
下
市
長
は
、
市
営
地
下
鉄
か
ら

水
道
、
果
て
は
小
学
校
ま
で
、「
何

で
も
民
営
化
」
路
線
を
ひ
た
走
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
横
行

や
J
R
北
海
道
に
み
ら
れ
る
安
全
管

理
の
手
抜
き
な
ど
、
国
や
自
治
体
の

「
公
的
責
任
」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
井
知
事
が
、
泉
北
高
速
鉄
道
（
株
）

を
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ン
ド（
投
資
会
社
）

に
売
り
飛
ば
す
案
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
府
議
会
で
否
決
。「
維
新
の
会
」

府
議
４
人
が
造
反
し
、
過
半
数
割
れ

に
追
い
込
ま
れ
、
そ
の
批
判
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　「大阪都」は、大阪の政治や経済のゆきづまりの原因を
すべて「しくみ」の問題にすりかえ、さらに深刻な道へ
と進むものです。
｠ いま必要なのは、大阪のゆきづまりの本当の原因にメ
スを入れ、おおもとから転換することです。

住民こそ主人公。
くらしをささえる自治体を

庶
民
の
く
ら
し
と

医
療
・
福
祉
・
安
全
を

最
優
先
に

関
西
財
界
・

大
企
業
中
心
を

転
換
す
る

「
何
で
も
民
営
化
」

で
は
な
く
、

公
的
責
任
果
た
す

「大阪都」ストップ
私たちの提案
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